
J-POWER（電源開発株式会社）は、日本の電力供給の増加を目的として、1952年に政府によって設立さ
れました。以来、卸電気事業者として低廉かつ安定した電力を地域電力会社を通じて全国に供給するととも
に、全国規模での基幹送電線の建設運用を行い、わが国の経済発展と国民生活の向上に貢献し、2004年10
月には東京証券取引所市場第一部に上場し、完全民営化を果たしました。
　現在では、水力・火力発電による電力卸売りや保有する送・変電設備による電力託送に加え、培った技術・
ノウハウを活用して、成長が見込まれる海外発電事業や新エネルギーの開発などに事業を拡大しています。

J-POWERのプロフィール
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当社グループの発電設備容量の推移と注力分野の変遷
（万kW）

n その他の電気事業（IPP、PPS向け、風力）
n 海外発電事業
n 卸電気事業（火力）
n 卸電気事業（水力）

IPP、PPS向け 
火力、風力の展開

海外発電事業の展開

原子力の建設

輸入炭火力発電所の開発国内炭火力発電所 
の開発

送電線、周波数 
変換所の整備

大規模水力発電所 
の開発

大規模揚水発電所 
の開発

大容量送電線の建設 連系線、幹線の拡充

* 関係会社設備を含む。設備出力に当社出資比率（持分比率）を乗じた出力。

日本の電力供給システムの概要
（2010年7月現在）

規制（非自由化）対象の需要家
（電灯・低圧）

送電

配電

自由化対象の需要家
（高圧・特別高圧）
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